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提案している。本論文は第 1 章で現状の教育コースの問題点を述べ、第 2 章で学習コンテ
キストより学習者の動機と学習方略の要因を抽出する方法、e-Learning サイトから学習行






































本論文の審査に関して、2017 年 2 月 7日（火）10 時 00 分～11 時 30 分クリエーションコ
ア 601 号室において公聴会を開催し、学位申請者による論文要旨の説明の後、審査委員は
学位申請者 DINH THI DONG PHUONG に対する口頭試問を行った。各審査委員および公聴会参
加者より、動機と学習方略の分析における基準の正当性、コース期間中に受講生の動機と
学習方略が変化した場合への対応可能性、初等プログラミング教育以外のコースへの適用
可能性などについての質問がなされたが、いずれの質問に対しても学位申請者の回答は適
切なものであった。よって、以上の論文審査と公聴会での口頭試問結果を踏まえ、本論文
は博士の学位に値する論文であると判断した。 
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＜試験または学力確認の結果の要旨＞ 
本学学位規程第２３条および２４条に基づき、学位申請者に対して学力確認のために専門
科目（データベース設計、コンピュータ・ヒューマン・インタラクション、データマイニ
ング）および外国語（英語）の試験を行った。試験結果を主査、副査で検討した結果、本
学大学院博士課程後期課程修了者と同等以上の学力を有することが確認された。 
以上により総合的に判断して、本学学位規定第１８条第２項により、博士（工学 立命
館大学）の学位を授与することが適当と判断した。 
